
山田方谷記念館特別展 山田家伝来の史料展 其の十 

幕末動乱と方谷 

―京都と江戸から届いた手紙― 

 

 山田方谷記念館では方谷の没後１５０年を前に、会津藩士の手代木
て し ろ ぎ

直
す

右
ぐ

衛門
え も ん

と江戸幕府に

仕えた儒学者の林学
はやしがく

斎
さい

がそれぞれ方谷へ宛てた二通の書状を紹介します。 

 一通目は、江戸から松山へ帰る直前の方谷に、手代木が京都から差し出した書状です。手

代木は、自らの求めに応じて、方谷が松山で手代木に近しい人物と会うと約束してくれたこ

とに感謝しています。 

二通目は、江戸にいる林が京都にいる方谷に宛てた手紙です。京都に滞在する江戸幕府将

軍徳川家
いえ

茂
もち

のもとへ向かう目的を記したものです。 

幕末に天皇の政治的地位や、天皇のいる京都の重要性が高まるなか、ほぼ同時期に方谷に

届いた二通の手紙から、混乱する政情と政治の舞台が江戸から京都へ移り変わっていく様

子が読みとれます。 

今回の展示を通じて、幕末の動乱期に、方谷が果たした政治的役割について考える機会と

なれば幸いです。ぜひ、ご来館ください。 

 

■期 間  令和７年６月２６日（木）～１２月２６日（金） ９：００～１７：００ 

      （方谷の命日：６月２６日） 

 

■展示物  山田方谷宛 手代木直右衛門書状  文久３年（１８６３）２月４日付 

      山田方谷宛 林学斎書状      文久３年（１８６３）５月２２日付 

 

■入館料  大人５００円、小中学生２５０円（高梁市在住の小中学生、６５歳以上は無料） 

 

■場 所  山田方谷記念館（高梁市向町２１） 電話：０８６６－２２－１４７９ 

 

山田方谷宛 手代木直右衛門書状 

方谷が会ってくれることに感謝している 


